
有の乳がんや子宮がんになる危険性が非喫
煙者と比べて高くなっています。さらに、
非喫煙者との子宮がんの死亡確率を比較す
ると、喫煙者は1.6倍も高くなることが明
らかになっています。また、卵巣機能を低
下させるため、月経不順や無月経が起こり
やすくなり、流早産や低出生体重児や先天
異常など妊娠への影響もあります。

　学校保健法は、「学校における保健管理及び安全管理に関し必要な事項を定め、学生並びに教職
員の健康の保持増進を図り、もって学校教育の円滑な実施とその成果の確保に資することを目的と
する」と定めています。
　本学では、この法に則り、毎年４月の初旬に学生定期健康診断を実施しています。
  したがって、大学は年に１回の定期健康診断の「実施」を、学生の皆さんは定期健康診断の「受診」
が義務づけられています。
　受診状況は、１９９８年度に６９．７％と底値でしたが、２００１年度７７．６％、２００２年度
７８．８％、２００３年度８１．２％、２００４年度８１．３％、２００５年度８３．８％と年々増加
しています。本年度は、２年生が著しく増加しています。
  健康診断で発見される病気には、結核・気管支炎等の「呼吸器疾患」や不整脈・心雑音等の「循
環器疾患」、蛋白尿・血尿・腎炎等の「腎疾患」、肥満による脂肪肝・糖尿病・高脂血症等の「内分
泌・代謝疾患」等です。なかでも結核は、人から人へ感染する我が国最大の感染症で、今でも１日
約８０人前後が「発病」しています。結核に「感染」すると、すぐに「発病」する場合もあります
が、大半は、免疫力・抵抗力の低下により「発病」します。
　未受診の学生で病気の発見や治療が遅れ、休学を余儀なくされるケースもあり、本人はもとより
家族や友人に心配をかける例も見受けられます。
  また、大学で発行する健康診断証明書（特に就職用）は、この健康診断を基に作成します。未受
診で発行されないケースの場合は、外部医療機関を受診し、余分な時間と高い証明書料を支払うこ
とになります。

  年１回の「健康確認」のため、毎学年受診しましょう。  

学 生 定 期 健 康 診 断

　みなさん、いかがでしたか？
　たばこを吸っている人の６割以上は、「たば
こをやめたい」「本数を減らしたい」と考えて
いるといわれています。「やめようかな」と思っ
ている人は、まずたばこに対する自分の気持ち
を整理することが、禁煙への大きな一歩に繋が
ります。そのためのお手伝いを保健センターで
もいたしますので、気軽に来室してください。
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